
松原市地域教育協議会だより（36号）

文部科学省・大阪府補助事業
～教育コミュニティづくりの拡大・発展～

松原市地域教育協議会では、松原市ＰＴＡ協議会との共催で“防犯

教室”を開催しました。また、“松原市中学校生徒会交流会”を開催し、

生徒会活動を応援しています。第２６回の生徒会交流会では松原・平

野・大塚高等学校の生徒自治会にも参加してもらいました。

毎年２月に行っている松原市地域教育協議会研修会では、コミュニ

ティ・スクールにおける地域の役割と活動事例を大阪芸術大学石川

先生に講演していただきました。

このような取り組みを通じて、地域の子どもどうし、子どもと大人、

大人どうしが交流し合い、「顔と名前の一致する人間関係」を育む教育

コミュニティづくりを推進し、学校教育活動への支援・協力を行って

います。

また、松原市地域教育協議会は松原市立各小中学校で着手したＩＳ

Ｓ（インターナショナルセーフスクール）の取り組みを応援しています。

5つのネットワーク5つのネットワーク
❶体験活動のネットワーク

❷職場体験学習のネットワーク

❸大人と子どものネットワーク　

❹ボランティア活動のネットワーク

❺子ども同士のネットワーク 写真 令和元年度松原市地域教育協議会研修会
第2６回松原市中学校生徒会交流
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松原第七中学校区地域教育協議会

今年で２５回を迎えた国際文化フェスタは、七

中校区の各学校園・PTA・地域教育協議会など

地域の団体が、国際文化の交流と地域の連携を図

ることを目的に実施しています。

毎年多くの人が集い、食の部・遊びの部・文化

の部に分かれ実施します。

子どもたちも、舞台発表やボランティアスタッフ

として活躍します。

また七中生徒会が中心になり、自然災害で被害

に遭われた地域への復興支援の募金も実施して

います。

毎年、5,000人以上の参加がある、学校・保護

者・地域が協働する大きな行事です。

国際文化フェスタ国際文化フェスタ

松原第六中学校区地域教育協議会

本年度、地域の防災士の方を講師として招聘し、

HUG（避難所運営ゲーム）を実施しました。学校を避

難所と見立て、多様な方が避難してくる状況をどう対

応していくのかというものです。校区小中学校で実施

し、これから更に校区全体で防災意識が高まることを

ねらいとしています。"

第22回「笑顔・夢・ふれあい祭」第23回「笑顔・夢・ふれあい祭」

地域教育協議会研修会-HUG体験地域教育協議会研修会-HUG体験

「ふれあい祭」は、今年で23回目を迎える年間最

大の取組みです。当日は晴天に恵まれ、六中吹奏楽

部の演奏でオープニングがスタートし、会長挨拶の

後、児童会・生徒会より、「安心・安全」な学校をつく

るためにや「はるかのひまわり」の取組み・被災地へ

の募金の協力についてアピールしました。小学生・中

学生のボランティアは、今年も「ゴミキャッチャーズ」

として会場内の清掃やゴミの分別等を行ってくれまし

た。また人権を考える会（ＬＴＨＲ）やユニバーサルル

ームのブースも募金や販

売活動などで活躍しまし

た。当日の反省会ではそ

の活躍をたくさんの方々

に評価して頂きました。

学校支援活動が広がっています！
松原小学校（松原中学校区）では、やんちゃまファ
ミリー with の方々がエプロン先生として活動して
くれています。エプロン先生とは、新 1 年生が早く
学校生活に慣れるよう、4 月当初 1 年生の教室に補
助として入り、勉強や学校生活のサポートをする取
り組みです。エプロン先生のおかげで、新 1 年生は
わからないことや困ったことをすぐに相談でき、安
心して学校生活を送ることができています。

図書室の環境整備も進んでいます！
天美小学校（松原第五中学校区）では、学校支援
活動として学校支援コーディネーターと地域ボラ
ンティアの方が蔵書管理や図書室の環境整備を
行っています。年度末には卒業する 6 年生全員へ、
「読書のあゆみ」と題して入学した時から 6 年間の
読書記録に賞状をつけたものを作成し、配付して
くれています。もらった卒業生は 6 年間を思い返
しとても喜んでくれるようです。
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松原中学校区地域教育協議会

ファーストリテーリング社主催のプロジェクトに２年

生のボランティアを中心に地域とともに取り組んだ活

動。服の持っているさまざまなチカラを学んだうえで、世

界の難民の子どもたちに古着を送った。校内だけでは集

まる服の数に限りがあるため、校区全体に協力を呼びか

け取り組んだ。

《地域》地域として合計３回の回収日の最終回を 11月

９日の松中フェスタ（おまつり）と設定した。地域教育協

議会の役員会で行われた中学生によるプレゼンを受けて

協力が始まった。当日は予想をはるかに上回る13 箱が集

まった。「回覧板のチラシをみて」と持ってきて下さる方

もおられた。集めた服は最終 5054着（43 箱）。1月の地

域協役員会に中学生が取組みの報告とお礼のため参加

した。

松原第二中学校区地域教育協議会

天美南小学校・天美北小学校

二中校区では、小学生対象に陶芸教室や親子ドミ

ノ大会・親子ふれあいデイキャンプなど親子で交流

を深める取り組みを進めいています。写真は、親子ド

ミノ大会で６０００ピースのドミノに挑戦したときの

様子で、成功したときは大きな歓声が沸き起こりま

した。これからも、二中校区の小学生が集い、親子で

ふれあう素敵な交流の場を作っていきます。

今年で２４回をむかえるいきいきふれあいまつりです

が、今年は天候に恵まれ、晴天の中での開催となりまし

た。5,000人以上の来場者があり、模擬店も大盛況でし

た。地域のお祭りとして定着し、地域の方々が集い、コ

ミュニケーションを図り、「地域コミュニティ」づくりに取

り組んでいます。たくさんの児童・生徒がボランティア

スタッフとして参加し、当日のゴミ拾いや駐輪場係・自

転車整理を行い、地域の方々との交流も深まりました。

親子のふれあい行事親子のふれあい行事

届けよう服のチカラプロジェクト届けよう服のチカラプロジェクト

松原第三中学校区地域教育協議会

松原第四中学校区地域教育協議会

松原第三中学校区では、三中校区地域教育協議
会主催で 11 月 9 日（土）に三中校区ﾋｭｰﾏﾝﾀｳﾝﾌｪｽﾃ
ｨﾊ ﾙ゙（HTF）が開催されました。今年で 24 回目をむ
かえ、学校・PTA・地域団体約 2000 名参加しました。

田んぼーず･･･農業体験を柱とした地域連携の取組田んぼーず･･･農業体験を柱とした地域連携の取組

三宅小学校区にある実習田「田んぼーず」で、年間を通して米作
り体験を実施。
三宅地区農空間保全委員会や JAの協力のもと、５年生を中心に、

田植えや稲刈りなどの米作りを経験する。主要な行事には阪南大学
から留学生も参加し、国際交流の場にもなっている。多くの地域の
方々も応援にきてくださり年中行事として定着している。とれたお
米は収穫祭で保護者と共にお祝いし、校区の中学校・幼稚園などに
届けるなど、取組発信も行っている。学校のマスコットキャラクター
「コメタくん」は、米作りのシンボルとして考案され位置付いている。
５年生以外の学年も、れんげ摘みや行事の見学に「たんぼーず」

には何度も訪れている。２年生ではトマトケチャップづくりを農協女
性部と実施。野菜の育成と収穫・調理の体験から食育の授業として
位置付いている。
かかしづくりや稲わらを使ってのリースづくりなど、季節を感じる

取組の中で、農業体験とともに、地域の人たちと出会い、つながる
経験となっている。

ヒューマンタウンフェスティバルヒューマンタウンフェスティバル

松原第五中学校区地域教育協議会
いきいき環境フェスタいきいき環境フェスタ 地域教育協議会研修会地域教育協議会研修会
令和元年１１月１７日（日）に「出会い・ふれあい・
結びつき　～人に優しい、自然に優しい街づくり～」
をテーマに第２４回「いきいき環境フェスタ」が行わ
れました。前日から、地域の人とともに中学生も準備
の作業から活躍しました。当日は晴天に恵まれ、舞台・
催し・食の３つのコーナーに多くの地域の方々が参加
してくれました。その中で多くの中学生スタッフがボ
ランティアとして活躍しました。また、小学校の児童
会と中学校の生徒会が協力して東日本大震災の募金
活動や復興支援の物品販売にも取り組みました。被
災地との絆や地域の方々と子どもたちの絆を深める
ことのできた1日となりました。

令和元年５
月１４日（火）
に地域教育協
議会の総会が
行われました。
総会後の研修
会では大阪府
警の生活安全指導班の方に来ていただき地域の安全に
ついて研修することができました。今後、地域としてでき
る取り組みなどを考える大切な場になりました。

いきいきふれあい祭り

【テーマは“つながり”】
今年度も校区の児童会生徒会が ISS 子ども会議を

継続して行いました。フェスタのテーマもその会議で
議論し決定しています。心の面で安心な学校生活を
行っていくために様々とりくんできたことをさらに地
域に広げていくために「ひろがる“わ”～笑顔でつ

ながる三中校区～」を
テーマにフェスタが行
われました。

【地域一体となった取組！】
校区小学校、保育園幼稚園の舞台演技や出店、中学生

の太鼓の演奏、校区 PTA の出店、地元の高校生の舞台発
表や司会、地域各団体の演奏、演技、出店と多彩な催し
がありました。校区の児童
会生徒会合同で、ISS の取
組についても発表しました。
晴天の中、地域住民が一

体となり大いに盛り上がった
フェスタでした。

【ボランティアの参加】　
大変多くのボランティア参加がありました。特に１年生

はほとんどの学年生徒が当日参加し各団体と交流・運営
を行いました。また、準備・
ゴミを分別・処理するダスト
バスターズ・片付けも自主的
に活動してくれて、大変スムー
ズな運営ができました。

七中学校区において
様々な取り組みが
行われています！

七中学校区において
様々な取り組みが
行われています！

松原市内全ての地域教育協議会では、
全ての子ども、全ての家庭にも
温かく声をかけられる
人のつながりをさらに広げていくことをめざし、
その中で子どもたちがいきいきと
元気に育っていく
教育コミュニティをめざしています。
その一部を紹介いたします。

ISS 認証式

防犯教室
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